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２ プランのめざす地域社会の姿

プランの究極の目的は、「ごみゼロ社会」の実現を通して“持続可能な循環型の

地域社会”を構築し、現在及び未来の世代の安全で豊かな生活を実現することで

す。このような観点から、各主体の取組が十分なされることを前提として、さま

ざまな角度から“プランのめざす地域社会の姿”をイメージとして描いてみまし

た。

《２０年後（平成３７年）の地域社会のイメージ》

●農山漁村地域においては、 

地域の自然環境や生活文化などの価値が再認識され、循環を基調としたライフスタイ

ルが定着しています。人々は、自分たちの住む地域の豊かな環境の恵みが生活を豊かに

してくれることを実感しつつ、自然と共生した暮らしを営んでいます。安全で安心な食

材が提供される地産地消の取組が進展し、朝市や地場のものを扱う商店が賑わうなど、

地域が活気であふれています。 

森林資源をはじめ地域の再生可能な資源が最大限活用され、地域の持続的な発展を可

能にする経済システムの素地ができつつあります。例えば、生ごみは資源として有効利

用され、堆肥や飼料、バイオマスエネルギーなどに形を変えて、農林水産物の生産や地

域内のエネルギー循環に役立てられています。 

●都市地域においては、 

持続可能性の視点からこれまでの都市の生活が見直され、環境への配慮を最優先する

ライフスタイルが定着しています。人々は、四季の移り変わりを感じるゆとりや精神的

な充足感を大切にし、ゆっくりとした、それでいて質の高い暮らしを営んでいます。無

垢の木材など真の循環型素材を使った製品や利便性より環境性を重視した製品、古き良

き日本の伝統文化や地域の歴史文化に根ざした商品が人気を集めています。 

中心市街地では、リサイクルショップやフリーマーケットが賑わい、ごみの減量化だ

けでなく地域経済の活性化やさまざまな交流の促進に一役買っています。 

郊外では、地域住民組織やＮＰＯ、ボランティアが中心となり、地域ぐるみで集団回

収やリサイクルなどの活動が活発に行われています。こうした動きを契機として人と人

とのつながりが生まれ、お互いの顔が見える安心感、地域での支え合いを生む連帯感な

どコミュニティの基盤が再生しつつあります。 

●家庭においては、 

「もったいない」という気持ちや環境を考えながら行動することがあたり前になり、

手作りをするとか、物を大切に使うといったこだわりが、日常生活の中での満足感、充

実感につながっています。また、自らの環境配慮への取組が、地域環境の保全等に役立

っていることを理解し、そこに自分なりの価値を見い出しています。 

例えば、家電製品や家具など耐久消費財は、長く使えるものを選び、直せるものは修

理して使っています。食料品は、必要なだけ買い、工夫してムダなく調理しています。

衣料品は、材質的にも長く着ることができ、愛着の持てるものを必要なだけ買い、ほこ

ろびを繕う、子供服にリフォームするなどして長く使っています。一定期間で買い替え

が必要となる物やある一時期にしか使用しない子供用品などについては、リサイクルシ

ョップやレンタル・リースサービスなどを積極的に利用し、賢く合理的に消費するよう

になります。 

買物の際には、買物袋などを持参し不要な容器や包装はもらわないようにしたり、使

い捨て商品はなるべく買わず、リターナブルびんを使用した製品や再生品、詰め替え製

品を購入したり、環境負荷の小さいサービスを利用するなど環境に配慮した行動をとっ

ています。 

まだ使えるがいらなくなった物は、知人にゆずるか、バザーやフリーマーケットなど

へ提供します。その他の不用物で、空き缶や空きびん、古紙など資源として有効利用で

きる物は、必ず資源回収や販売店の店頭回収に出しています。 












